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～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2014年8月26日（火）

本日のプログラム

本日の卓話

株式会社ユーグレナ代表取締役社長

出雲充様

「僕はミドリムシで

世界を救うことに決めました。」

■会長挨拶

会長 尾関勇

本日は卓話に、ロータリー・グル―バル補助金奨学生の
仲田健治さんをお招きしております。私達ミドル世代が
ロータリーの活動をするにあたって、次なる人材を育てて
いく、世代を紡いでいくものと思っています。ですから私
達は「東京愛宕創業支援塾」というプロジェクトをいよい
よ来月に向けて準備しています。寄付した奨学金が奨学金
として役立てられ、稼いだお金が学費としてその人の育成
に役立てられ、次の社会のリーダーを育てる。昔、日本で
は日本のリーダーをと言っていましたが、今は世界のリー
ダーかなと思います。そういう意味で彼らに支援し、本日
例会にお越しの米山奨学生の黄さんもそうですし、さとう
ますみさんの息子さんのようにイギリスの大学を目指すと
いうのも、彼らがヴィジョン、志をきちんと持って何をし
ていくのか、何で社会をより良くしていくのか、自分が何
の使命を一つ果たすのか。そんな彼らを私達が支援してい
く、そんな役割のあるクラブになりたいと思います。
さて、本日は幹事報告がないため、代わりに何点かご連

絡がございます。先日ゲストでいらした中井綾さんより、
入会申し込みを頂きました。最年少になります。お子さん
が生まれたばかりですが、これから面談、そして皆さんへ
入会の審議が回ることとなります。9月の理事会で審議と
なります。よろしくお願い致します。男性も女性も特に関
係なく、また現在子育ての真っ最中、これから10年間は忙
しい。ご主人も、ロータリーのことはよくわかってらっ
しゃるかと思いますが、仕事と家庭と、そしてこういった
奉仕活動ももちろん、あらゆる自分の活動をどうバランス
を取っていくのかはご本人の人生のビジョンであります。
私はそれを子供がいるからという理由でなく、出来るだけ
ロータリアンとして活動の時間を取って頂ければいいので
はと、お話させていただきました。女性が入れないクラブ
もありますし、この前主婦という職業分類でロータリアン
になったことも賛否両論あるようですが、やるかやらない
かだと思いますので、毎回の例会に出席が出来なくても、
75%頑張っていただき、例会の時間中36分を出て頂ければ、
あとはメーキャップで対応していただければいいと思って、
ご本人にも是非一緒に活動していきましょうとお伝えいた
しました。是非皆様方のご意見もよろしくお願い致します。
お盆前に、ぶらり途中下車の旅で“台湾鉄道管理部”を紹
介していました。台湾の鉄道風景を旅する番組でしたが、
非常に綺麗で美しかったのと、黄さんがいらっしゃるので

今朝話をしましたが、ものすごく鉄道の管理状況が良く、
新幹線も走っていますが、日本で活躍した蒸気機関車も
非常に大事にされ、観光で走らせている。回転型の鉄道
車庫は一時壊そうとなったものの、現存させ油を差し、
今も綺麗に使われ、産業遺産として大変有名で、それは
全て日本の台湾総督府時代に作られたものだそうです。
とても日本の産業遺産をリスペクトしてくれて、次代に
残す必要があると管理し、その良さを台湾国民にも伝え
ています。産業遺産には私達も目を向ける必要があるか
と思います。かつての遺産というものに、私達も目を向
けるべきだと思いました。
そして最後に、「東京愛宕創業支援塾」ですが、フラ

イヤーが出来次第お送りいたします。集める人数は、一
人3名程をマストでお願い致します。

2014年8月19日（火）の卓話

ロータリー・グローバル補助金奨学生

仲田健治様

私は2620地区より、2010-11年に国際親善奨学金を頂き、
今度の9月からグル―バル補助金を頂きイギリスに留学
いたします。奨学金を2度も頂けたおかげで、私が今後
行いたいことにどれほど役に立っているのか御礼を込め
てお話したいと思います。2620地区は、静岡県と山梨県
両方をカバーする地区になっています。クラブは50ほど
あります。地元は島田市ですが、生まれは京都、3～8歳
まで香港にいました。2088年東大文Ⅱで経済を勉強し、
2010年にLondon School of Economics（LSE）に1年間留
学、その後国際金融・金融政策を学びました。2013年4
月、マッキンゼーに入社しました。1年半勤め、1年休職、
9月3日に渡英、LSEで修士を取りに行きます。前回の留
学時にお世話になったRotary Club of Kew Gardensです
が、非常に印象的だったのが結構若い方、自営業ではな
くお勤めの方も多く、寄付金額も恐らく少なく、お金よ
りも時間を使ってくれ、という奉仕を推奨しているのか
と思います。国際機関の面白いと思ったのには、知り合
いの国連の方が「国際機関ほど自分の力にデバレッジを
かける職業はない」という言い方をされ、自分ひとりの
仕事が何人に影響するか考えると、全世界の人々に影響
を与えうる仕事。そう考えると自分ひとりの力が影響を
及ぼせる範囲は莫大だ。それが非常に印象的でした。



9月・10月のプログラム

○9/2（火） イニシエーションスピーチ：齋藤秀勝会員（東京愛宕RC広報戦略副委員長）
○9/9（火） 卓話：鈴木啓介様（みずほ銀行神谷町支店長）
○9/16（火） 卓話：谷口智彦様（内閣官房内閣審議官、慶應義塾大学大学院システムデザイン・

マネジメント研究科特別招聘教授）
●9/23（火） 祝日のため休会
○9/30（火） 卓話：吉田浩一郎様（株式会社クラウドワークス代表取締役社長兼CEO）
⇒ 18:30～20:30 「東京愛宕創業支援塾」第１回
○10/7（火） 卓話：未定
○10/14（火） 夜間移動例会： 2014-15年度東京愛宕RC年度方針懇話会（場所未定）
※メーキャップ対応あり
○10/21（火） 卓話なし（8:00～8:30 例会、 8:30～9:30 クラブ協議会・各委員長から活動報告）
※クラブ協議会の為、メンバー以外の方には、8:30にご退室いただきます。
○10/28（火） イニシエーションスピーチ：猿田稚篤会員（東京愛宕RC社会奉仕委員長）

国際ロータリー第2750地区

東京愛宕ロータリークラブ http://atagorotary.com/
＜事務局＞
〒１０６－００４４ 東京都港区東麻布２－１５－２ アンゼン・パックスビル2階
TEL：０３－３５６８－３８２７ ／ FAX：０３－３５６８－３８２９ ／ E-mail：office@atagorotary.com
広報戦略委員長 柳 邦明

◇前回のニコニコBOX◆￥15,000 累計総額 ￥393,463
・優秀な奨学生の仲田さん。日本のみならず世界をリードする人材に。そしてロータリーで将来お待ちしています！（尾関）
・本日は仲田さんの志の高い卓話を楽しみにしております。（佐藤ますみ）
・残暑お見舞い申し上げます。本日は仲田さんご留学前のお話大変楽しみです。（若山）
・素晴らしい朝にありがとうございます！仲田様、本日の卓話どうぞよろしくお願い致します。（石渡）
・おはようございます。今日も1日、爽やかに過ごしましょう。（塩沢）
・イケメンのますみさんのご子息に！！（市村）
・盆休みは軽井沢で過ごしました。朝版寒く風邪を引いてしまいました。（片山）
・北海道で登山をしてきました。日本百名山登破まであと39座！！（丸山）
・体重が、弁護士1年目の頃に戻りました。（関端）
・残暑厳しいですが暑さに負けず、涼しい顔で創業支援塾、鋭意準備中です！（猿田）

◇◆ 出席報告 ◆◇
2014年8月5日 出席状況

・会員数 23名
・出席者 19名
・ビジター 0名
・ゲスト 1名

出席率内訳

当日出席数(19)

修正出席数(2)

欠席数(2)

8.7%

82.6%

8.7% 修正出席率

91.3%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

の譲渡やメガネの処方を行なう団体です。現在、コン
ゴ民主共和国にメガネが処方できる施設と地元の検眼
科医育成の施設を建設途中。さらに、訓練された検眼
医にレンズを磨く携帯可能な機械を配布し、どこでも
メガネの処方ができるようにする計画をしています。
この施設の設立・運営とレンズ研磨機の製造のために
USD 130K以上（1300万円）が必要と試算されており、
この一部（200万円）を2620地区で支援予定。また
Shepperton Aurora TCはすでに3000ポンドの寄付を

影響力があり意義深い仕事、そして高いスキルも必要だ
ということで、働きたいと考えています。中立であるは
ずの国際機関に日本人が少なく、物事が上手く進まない
ことが課題になっているため、改善できたらと思ってい
ます。グローバル補助金（GG）を頂きますが、国際親善
奨学生で頂くのは稀有な例かと思います。国政親善奨学
金はまず書類を作成、RI本部へ提出、海外のクラブと接
点がなくとも行先を探してくれる仕組みですが、GGはま
ず受入先を見つける必要があり、ここが受け入れてくれ
るので応募させてください、という仕組みです。我々日
本にいる者にすると、海外のクラブを見つけるのは大変
で、非常に応募しにくくなったという声が聞こえます。
向こうでクラブのつながりを作り、次の奨学生に繋げる
のも大切な使命を思っています。また6つの重点分野に該
当しないと留学ができないことになっています。この2点
が留学する際の注意点かと思います。
現在私がお手伝いしている事業が、「Mission for

Vision」という、11年前にイギリスのメガネ屋さんが設
立した、目のケアにアクセスがない途上国で中古メガネ

決めており、
Matching grant
として共同支援
してくれるRCを
探しています。
日本とイギリス
のRCの懸け橋に
なっていけたら
いいなと思いま
す。


